第　30回　施設処遇検討会議　議事録　Ｈ21.11.16

H　13:30～15:00

青山荘交流室

出席者：秋山S.G.M・長谷部S.G.M・三浦とし子

末政絵美・上平ユリ子・小笠原嘉紀・中村文洋・木村春子

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・小坂和子・福士一)
記　録：小笠原　嘉紀

議題

１：船場幸子様（青山荘入所者様）の処遇について

２：島浦美千男様（青風荘入所者様）の処遇について

３：種本サハ様（青明舎利用者様）の処遇について

１：船場幸子様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症

＜問題点＞

不安への対処方法

①物事の変化に戸惑い、不安になる

・自己能力の低さを話し物事への取組みの不安を訴える場合には、穏やかな促しにて物事への取組みを促し、出来ている事への評価を行い自信につなげるよう本人へと返していく。

・定期的に面談の機会を設け、日常生活で困っていることや訴えを傾聴する
②健康管理
・出来ている部分は評価して自信につなげる。

・体重変動はグラフに表し、本人が見やすく体重の変動を認識できる工夫して健康保持管理に役立つように利用してもらう。

・歩行時のものが二重に見えることやふらつきについては今後も様子を確認して変化があるときは主治医外来へ情報提供を行う。

＜評価＞

金銭に対しての不安が強く、過度に節約してしまうことがあるが、国保ドック（国保を収めた方が無料で受けられるサービス）を通じて、保険料の納付などの必要性を感じた様子が見られる。本人へ話し掛ける場合には提案する形では戸惑ってしまうことがある為、過度に声を掛けないようにする。

退所期限は来年の３月となっているが、本人の生活能力の向上・不安の軽減の為1年間の延長を予定している。（11/19に家族とも面談予定）今後は不安の軽減と共に生活能力の向上させる支援を展開していく。

２：島浦美千男様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：＜問題点＞糖尿病（20単位）・高脂血症

1 合併症（糖尿病）の自己管理

・健康プログラムで学習して頂き、継続して自己管理出来るよう支援する。場合によっては個別で学習の場を設け、食事管理や合併症ついて指導していく。

・水分摂取量が多い為、特に夜間の飲水は控えるように繰り返し指導していく。

・体重減少や身体の痒み、貧血症状など体調観察を細やかにし、不調時を見逃さないようにする。

・ 変化が見られた際は、外来受診に同行し、主治医へ報告や相談をしていく。
②基本的な保清ができない（部屋・衣類から尿臭がする。）

・排尿後尿漏れがあるようで、下着は日に2回､ズボンは毎日着替えるように促がしていく。（本人にも尿漏れが分かる時と分からない時があると自覚されている。）

・排定期的な衣類の交換が必要である事を本人と話し合い理解してもらう

・一週間に一度（土・日）は掃除するよう習慣付けし、難しいところはスタッフと一緒に行なっていく。

・汚れや擦り切れのひどい衣類は本人の了承を得て、廃棄する。

・単独では難しい面（適正な物等が選べない）がある為、職員が同行し支援する。

③コミュニケーションが上手く取れない。（乱暴な言葉遣い・命令口調で話す）

・他者との交流の場を見守り、問題やトラブルになりそうな時は介入し､言葉遣いや他者との接し方について振り返りをしアドバイスする。　

・本人の楽しみを見つけ、ストレスを解消できる場を設ける。(休日の外出､映画鑑賞など)
＜評価＞
　金銭を使うことに対して否定的な考えを持つこと、不調を訴えるとすぐに増薬になるなど慢性症状患者の特有の考え方を持っている。尿漏れなどについては年齢的なことも関係するため、こまめに着替えを促していき、現状維持を図っていく。

３：種本サハ様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

平成２２年３月３１日で【グループホームあおぞら】から退所し、別の入所先を決めなければならない為、本人のニーズに基づく退所先とそのケアプランニングについて検討を行う。

＜支援内容＞


＜評価＞
次の退所先として、南寿の里を一つのプランとして検討するのであれば、ケアマネージャーなど関係機関と密に連絡を取っておいたほうがよい。しかし、南寿の里が入所の空きが現在ないことやその対象像として本人の症状が合わないことなどを調整していく必要がある。それ以外の案として同じく退所となる方とのアパートでのルームシェアを行うなど様々な退所先のプランを検討し、本人らしい生活ができるよう退所先を検討していく。
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年齢的なこともあり、火の始末にも問題があるため、アパートで単身生活は無理があるため、いままでどおり、スタッフが常時いる、老人のグループホームが一番安心できる場であるということを知っていただく。�
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・いままでと同じような生活レベルを維持したい。最後まで金銭管理は自分でしたい�
・生活保護費で充分まかなえるような生活レベルを現在と同じようにできるかどうかは関係機関と調整する必要があることを理解していただく。�
・月２回ほどアンマ（平川治療院）に通っている。体が固まってしまい揉んでもらわないとつらい（一回５，０００円）膝の痛みに塗り薬を使いたい。実家の天理教のお布施として毎月送金したい。（神様に守られているという精神的な安定が図られる）�
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・通院は今までどおり青南病院に通いたい�
生活環境が変わっても医療面は変わらず援助することにより安定を図る�
・１週１回水曜日　　　　　　　　　　�
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・デイナイトはできるだけ、通いたくない。時間が短いデイは利用してもいいと考えている。�
どこへ行っても本人様が望むような生活が出来るようにまた、体力的に今の状態を維持し、健康で自分らしく生活できるようにしましょう。�
急激な環境変化を避けるためと、日中の活動の場を確保し社会参加の場を多く持つ。週２回�
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